
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３学年年間指導計画（評価規準） 

★ 知は、知識・技能     思は、思考・判断・表現     主は、主体的に学習に取り組む態度 

月 単元名 指導内容 評価規準 評価方法 

４ Ａ 家族・家庭生活  

 

＜１７時間＞ 

1 幼児の生活と家族 

 

 

 

2 幼児との関わり 

 

 

 

3 家庭生活と 

地域の関わり 

 

 

 

 

 

 

4 持続可能な家庭生活 

 

知 

○幼児の成長や生活と家族や周囲の人びとに支えられている

ことに気づき，まとめられる。 

○基本的な信頼関係や生活習慣の内容を理解し，生活習慣を

身につける大切さを理解している。 

○安全安心なおもちゃに関わる基準や法令がわかる 

○家庭生活は地域との相互の関わりで成り立っていること

について理解している。 

○高齢者など地域の人々と協働する必要があることや介護

など高齢者との関わり方について理解している。 

定期考査 

ワークシート 

授業ノート 

技家ノート 

作品 

授業観察 

提出物 

 

５ 

６ 

７ 

９ 

思 

○幼児の体の発達についてまとめることができる。 

○幼児の心の発達の特徴について理解している。 

○基本的生活習慣の習得の手立てを考えている。 

○幼児の発達や状況に応じて接し方や話し方，遊び方など

を考え，工夫しながら交流をしている。 

○地域の人々と関わり、協働する方法について問題を見い

だしている。 

10 

11 

12 

１ 

主 

○興味を持って主体的に活動にかかわっている。 

○幼児期を思い出しながら，主体的に学習活動に取り組んで

いる。 

○幼児の成長の学習から自分自身の成長の過程を振り返るこ

とができる。 

○家族や地域の人々との関わりについて、課題の解決に主

体的に取り組もうとしている。 

２ 

３ 

まとめ 

 

 ＜１時間＞ 

３年間の学習を振り返り、

多くのことができるよ

うになったことに気づ

く。 

知 
  

思 
 

主 

○家庭分野で学習したことをこれからの学習に生かそうと

している。 

 

令和 7 年度 技術・家庭 〔家庭分野〕  ＜第３学年＞ 年間指導計画と評価規準 

家庭分野の目標 

生活の営みに係る見方・考え方を働かせ，衣食住などに関する実践的・体験的な活動を通して，よりよい生活の実現に向け

て，生活を工夫し創造する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（１）家族・家庭の機能について理解を深め，家族・家庭，衣食住，消費や環境などについて，生活の自立に必要な基礎的な

理解を図るとともに，それらに係る技能を身に付けるようにする。 

（２）家族・家庭や地域における生活の中から問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察

したことを論理的に表現するなど，これからの生活を展望して課題を解決する力を養う。 

（３）自分と家族，家庭生活と地域との関わりを考え，家族や地域の人々と協働し，よりよい生活の実現に向けて，生活を工

夫し創造しようとする実践的な態度を養う。 

技術・家庭 教科の目標 

生活の営みに係る見方・考え方や技術の見方・考え方を働かせ，生活や技術に関する実践的・体験的な活動を通して，より

よい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて，生活を工夫し創造する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（１）生活と技術についての基礎的な理解を図るとともに，それらに係る技能を身に付けるようにする。 

（２）生活や社会の中から問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，表現するなど，課題を解

決する力を養う。 

（３）よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて，生活を工夫し創造しようとする実践的な態度を養う。 
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